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牧Plasmaand地 gneto-plasmaPhenomena

inSoldStateOptics,

序_ ここで考察す るのは固体 (金属,半金属､半導体)の伝導電子 と電磁場

との相互J嗣 召で電磁場埠古典的に取扱 うO特に静磁場の ある場合把興味があ り_

バン ド閲遷移は閑題托し貴いO従ってOpticalを現象という 宅もここでの波

長領域は可視部に限 らをいQ (むしろマイクロ波機敏が重要)泰考書としてほ

Ziman:Principleof.Theoryof Solids,Pines-No∑.idrs:Quant,um

Liquid,S があげ られるQ

I CollectiveOscillations.

ここに述べちれてい ることは極めて常識的を ことがらでぐわし･く再現す るこ

ともをいo Lか し縮退 した電子ガスの持つ誘電率 e(Q,q)をあたか も電子閲相互

作用を完全に忘れて計算 し,それと古典静電気論との結合か>ら

∈(a)･q)-0

を満すplasmaCOllectivemodeの振動数を与えるという常套手段 も話す

人によってその与える理解と感銘はおのずから輿 る｡ Bok氏 は､ー予め電子閲ク

-ロン相互作用の長距離効果の imPlicitを役割を言集だけで簡明に述べたO

後半部では表面電荷に よっ,て生ず るプ ラズマのSurfacemode について述べ.

Ritc圭1ierによって最初に指摘 されたプ ラズマ振動数の反電場によるVフ トの

式を簡単を考察から導いたQ東に特別を場合にはプラズマがが電磁場の横波と

相互作用 して光を放射し得るというFe豆rel且 の結論に言及 したC
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.__Bok教授の講議要約

I工 Wavesinanisotropicplasmas.

magneto-plasmaに登場する種々の波及びモー ドに娼す るSurVeyであるo

a) Classical b) local c) isて)tropiccarriers の仮定のもとに

分類の結果を一括 して table.に示すO こ こ把用いられ る記号は以下の通 りO

先ず分数式は一般的に

An4-Bn2+C= O

と与えられ,

clqI
aI

(虚折率 )

A- elSin 28+ eilCOS28 β-flôq

B-ei e f了 e l e,Sin20+e均 一cos26 ,

G(-蘭 )- elereH

種々の誘電定数は

2

(i)pl

-E 一 丁 a'(Q'+ q wcl),
2

･,i- 1-菅笠

∈L-1-∑

但し 02pi - 4wmnliP

er=1-写

2

a)pl

T A T Q,(ah KiWci)

e- - 芸(el･er,

e且
wci=miC
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Bok教授の講読要約

∞mPenSated carriers(ne-nh)

r12･- ∈γ- 1-
a)pe2 wph

U(･O - wceう W(Q}+ 6)ch)

n2- ∈l- 卜 Gwce - 一 山ce,Wcl･了 一 心ch〕

rq 2 alpfi12
low frequencypart er芸 ∈l=i+二二上辺+T2

aPce alch

qc ＼＼ ff･q

.二重 ､/4J7n'me+Tlユh)
60cp2 むC土12

(AlfvenⅥ現Ve)
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Fj uncompensated carriers
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Bok教授の講議要約

compensated carriers

QJpeZ Wph2
n2- e= ニ= - - --∂ α2

n2= fifr
阜⊥

ordinaryWave

extTaOrdinaryWaVe

cut-offa,12,a,2 gaineasFaraday cas表
ワ 2

rpsonance .∈⊥エ リ (W這 ≫ G,ce,Q'cri)
2 2
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transition の非常 にVヤ-プを様相を最初にdF33mOnStrateしたのは

platzmanとBuchsbaum であるO 同波 数に関す る threshold.条件はheli-

con渡.Alfven波についてそれぞれ

Q) C QJc 2
-㌃ = (- - )
c lv;F Wp

w c a?C

a)c vF aPp

で与えられる｡

(2) Quantum eff∈!ct

〔員･W]

〔A･可

(但 しcd尋:二co〔の場合))

(罪-2)

郡｣3)

磁場の強い時ー ランダ ウ準位が出来ていることが波の伝播に影響を与える筈

であるO それは､云わは吸収領域が 甘量子化 "された部分域に分けられ るこ-と

と見 られ るO :

例えはhelicon 波の伝播で､

凶のCrOSSingpointに相

当す るそれぞれの所把､

attenuationのernhance

mentが起 ると期待され るo

helicon 波attenuation

のttgian七･quantum osci-

llation"と呼ばれ るべき現

象で実験的に未だ見つかって

.. ,,/
上 〆.//堅塁芦挙璽Ⅶ

ノ′/ JTF

い冬いO (華 年国際半導体会議でJ･･K･Furdynaが InSb,工nAs について こ

れを磯測 した結果 も報告 した-編者注O )

(3ト Cffect ofelectroll一PIectrorlinteraction

Landau-Silin の r準組子｣像がfla,- ∈F を る excitation に対 して
成 り立つことを述べ､ SCfeening効果 とbackfloW効果に言及 し.たo magne一

七〇一plasmaの立場か ら､はこの後＼の問題に興味がある｡ Lederer とNozieres
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efI

によれば､cyclotron resonancemassmc‥(wct=重 言, 牝 は∈の
infinity･)は electr(つ=1-electron interaction を考慮 した上でも

shift せず (cycloもron reSOnanCe をお こすrespot〕SeCurre氾七は

total curl(∋ntだか ら)云わはcrystalline･baremaSSであ り､それに
e且

対し吸収のthre如上oldを決定す るmass㌔ :(W芸-荊 ･燕 hellCOn
propagation atte,nuation の始点)はelectrcJn interactioIユの結

果

m 米 >mc 田[-4)

とをるO (absorption continuum はindividualparticle.の eXCita-

tionに塞 くものでありー従ってquaSai-partJicユe･のmaSSが これをきめ

るの上空 が大､且つ
Q=腰 蓬 ≪1 を溝す よう
を体凱 品 半導体では可能)

でhenicon の伝播を用いてこ

れを実験することは面白い課題

であるが未だ成功した抑 まをい｡
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